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第一章 緒 言

余等 ハ 甦 二 ①結 核 感 染 家 兎肺 臓 ノ 「ヴィタ ミ ン」

C含 有 量 ハ正 常 家 兎 ノ肺臓 二比 シ、遙 カ ニ高 値

テ示 スニ關 ラズ、 結 核 海 瞑 二 於 テ ハ 其 肺 臓 ノ

「ヴィタ ミ ン」C量 ハ 正 常 海瞑 ノモ ノー 比 シ、 却

テ減 少 シ、 ソ ノ65%テ 指 示 スル ニ 過 ギ ザ ル テ

報 告 セ リ。

家 兎 ハ結 核 二比 較 的 抵 抗 張 ク、 海 狽 ノ弱 キ ハ周

知 ノ事 實 一 シテ 又 家 兎 ハ 「ヴィタ ミ ン」C訣 乏 一

封 シ抵抗 彊 ク壌 血 病 二罹 患 スル事 ナ キ ー、 海 猿

ハ容 易 二壌 血 病 二陥 入 ル モ ノナ リ、 即 「ヴィタ ミ

ン」C二 封 シ抵 抗 強 キ モ ノハ 結 核 二封 シ抵 抗 張

久 「ヴィタ?ン 」C二封 シ抵抗弱キモ ノハ結核

二封 シ抵抗弱キガ如キ感 アリ。從 テ結核感染時

前者二於テ其肺臓内「ヴィタミン」C含 有量増加

シ、後者 二於 テ逆 二減少 スルハ余等 ノ甚 ダ興味

テ畳 ユル虜 ナリ。

最近余等ハ結核二封 シ比較的抵抗強 ク、且壊

血病二陥入ル事ナキ白鼠 テ用 ヒ、結核感染時二

於ケル 臓器「ヴィタミン」C量 ノ浦長 テ検査 シタ

ルニ、家兎二於ケル ト同様ナル成績 テ得 タルテ

以テ弦二之 レテ報告セント欲 ス。

第二章 自鼠二於ケル實験

第 一節 實験方 法

實験 二使用セシ白鼠ハ禮重130瓦 前後 ノ健康白

鼠ニシテ、食餌ハ實験中常二可及的一定 トナサ

ントシ、1頭1日 量

白米8瓦 米飯2瓦 白菓20瓦

フik適量 トセリ。

從 テ木 實験 二於 テ 臓 器 「ヴfタ ミ ン」C量 ノ測 定

ヲ實 施 セ ン ト シ動 物 ハ縮 テ本 食 餌 ニ ヨ リ5乃 至

7週 間 飼養 シタ ル モ ノナ リ。,

結 核 白鼠 ハ 牛型 結 核 菌1ゐ 。乃 至1ん ♪竈 テ尾 静 脈

二注 射 セ シモ ノナ リ。 而 シテ5乃 至7週 間 ラ維

過 感 染 セ シメ タ,レモ ノナ リ。
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定 量 法 ハ{2)「イ ン ドフェノー ル」法 二依 レ リ。

第 二 節 實 験 成 績.

(1)健 康 白 鼠 臓 器 「ヴィタ ミ ン」C量 二就 テ

實 験 時 白鼠 ノ四 肢 テ實 験 皇 二固定 シ、 股 動 脈 ラ

第1表

切 断 失 血 セ シ メ タル後 解 剖 シ、 各 臓 器 テ可 及 的

速 カ ニ取 出 シ、 秤 量 測 定 セ リ。

健 康 白鼠10頭 ノ臓 器 「ヴィタ ミ ン」C量 ノ李 均 値

テ示 スニ第1表 ノ如 シ。

正 常 白鼠 臓 器 「ヴィタ ミ ソ」C量(mglg)

一

白鼠
番號 實験日

髄重
(9)

拶 髄 肺 臓 肝 臓 脾 臓 腎 臓 心 臓
全肺 「ヴ ィ
タ ミ ソ」

C量'mg

1 71X旺 145 0,470 0,160 0,4ビ0 O,410 0,220 0,073 0,127

2 9ノ肥 140 0,450 0227 0355 0,3δ6 0208 0,063 0,340

3 10,X、1 120 0,478 0230 0,333 0.33罵 0200 00ヌ1 0,299

4 111X江 135 0,440 0,150 0,282 0291 0,234 0,072 0.2P6

5 11/1 105 0,43↓ 0,143 0,303 0,33↓ 0,216 0,069 0,143

6 1211 145 0379 0,150 0,309 0,329 0,217 0,080 0,150

7 181" 130 0,350 0,210 0,320 0,330 0,190 0,063 0,252

8 201旺 140 0,414 0,242 0,216 0,260 0,176 0,060 0,242

9 271旺 115 0,396 0,207 0,230 0,240 0,187 0,060 0,2)7

10 18畑 110 0,432 0,171 0,234 一 一

i

一 0,171

卒均 一 一 0,鳳24 0189 0299 0.3220,203 0,0つ9 0222

(2)結 核 感染 白鼠 臓 器 「ヴィタ ミン」C量 二就 テ

股 動 脈 テ切 断 失 血致 死 セ シ メ タル 後 速 二解 剖 、

其 臓 器 「ヴ ィタ ミン」C量 テ測 定 シタ リ。

余 等 ハ解 剖 中 肺 藏 ハ臓 器 全 膿 無 数 ノ結 節 ニ テ覆

ハ レ其 ノ重 量 著 シク檜 大 シ正 常 肺 臓 ノ3倍 乃 至

4倍 二達 セ ル テ見 タ リ。 脾 臓 ハ租 ≧壇 大 セル傾

向 アル モ ノ多 カ リ シガ殆 ン ド結 節 テ有 スル モ ノ

テ認 メザ リキ。

臓 器 「ヴィタ ミ ン」C量 ラ 測 定 シ タル ニ 第2表 二

第2表

示 セル ガ 如 キ結 果 テ得 タ リ。 即 チ肺 臓 ヲ除 ク他

臓 器 二於 テハ健 康 白鼠 一比 シ李 均 値 二於 テ僅 カ

ナ ル モ減 少 セ ル傾 向 テ示 セ リ。

然 ル ニ肺 臓 二於 テ ハ 之 レニ反 シ其 李 均値0.550

mg/gニ シテ正 常 肺 ノ約3倍 、 之 レテ肺 全盟 ノ

「ヴィタiン 」C含 有 量 二 換 算 セ バ 、其 量2.300

醒 ニ シテ、 正 常 肺 ノ0.222雇 二封 シ 實 二10倍

ノ多 キ ニ達 セ ル テ観 得 ベ シ。

結 核感染 白鼠臓器 「ヴィタ ミソ」C量(mg19)

白鼠
番號 菌注射日 測 定 日 燈重 謄 髄 肺 臓 肝 臓 脾 臓 腎 臓 心 臓

1

全 肺 「ヴ ィ

タ ミ ン㌦

C居rmg'1

11161X 41X皿 90 0,431 0,610 0,185 0,355 O,166 一 2,135

2i16/X 51Xπ 100 0,410 O,580 0,280 0,310 0,194 0,043 2,663

3口6/X 61Xπ rO 0,360 0,610 0,300 0.3く0 0,240 0.0婁7 2,745

4181π 111皿 190 0,380 0,490 0,330 02ス4 0,199 0,068 1,920

5181∬ 121田 190 0,380 0,470 0,233 0,255 0,219 0,052 1,974

6}81置 121皿 130 0,370 0,521 0,250

0,300

0,340 0,205 0,049 2.0↓8

7181∬ 10m 85 0,312 0,590 一 0,200 一 2.6111

7F均1一 一 一 037橘 0,550 0272 0,321 0,203 0,052 2,300
一

第三章 家兎二於ケル實験

第一節 實験方法 結 核 第12巻 第11號 二余等 ノ報 告 シタル家 兎 一;・・
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於 ケル成績 ハ當 時 爾囁 取 セ ル食 餌 中 ノ「ヴ ィタ ミ

ン」C量 ガ直 チニ各臓 器 二於 ケル 「ヴィタ ミ ン」C

含有 量 二影響 ス ル コ トノ不 明 ナ リ シ爲 飼 養ニセ シ

動物 ノ日々囁 取 セル 食 飼 中 ノ 「ヴ ィタ?ン 」C量

ガ確 實 ニー 定 ナ リ トハ言 ヒ難 シ。 依 ツ テ食 餌 中

ノ「ヴ、タ ミン」C量 テ 出 來 得 ル 限 リ(3)一定 ナ ラ

シメ前 實 験 テ追 試 シタ リ。

家 兎食 餌(1頭1日 量 》

豆 腐ke300瓦 水茱50瓦

結 核 菌感 染 ハ 人 型 菌1ん,雇 テ健 常 家 兎 耳 静 脈 内

一=・注 射 シタル モ ノ ー シ テ、 菌 注 射 後70日 乃 至

90日 二於 テ實験 テ行 ヘ リ。

第 二 節 實 験 成 績

定 量時 二 於'ケ ル 諸 操 作 ハ前 實 験 ト同様 ニ シタ

リ。

(1)健 康家 兎臓 器 「ヴィタ ミン」Clilニニ就 テ

盟 重 二 冠 内外 ノ健 康 家 兎 テ前 條 件 ノモ ノニ飼 育
ぜ

シ、 各 臓 器 二 於 ケ ル 「ヴィタ ミ ン」Cノ 分 布 テ検

査 セル成 績 テ表 記 セバ 第3表 二示 セ ル ガ如 シ。

(2)結 核 家 兎 臓 器 「ヴzタ ミン」C量 二就 テ

第3表 正 常家 兎臓 器「ヴィタ ミソ」C量(mg19)

家兎
番號 實験日

罷重
(9)

拶 髄 肺 劇 肝 臓 脾 劇 腎 臓 副 腎 心 劇 眼房水

1 291旺 1800 0,284 0,030 0,200 O,366 0,100 1,800 0,052 O.1.～2

2 151皿 1800 0,260 0,186 0,2～6 0,500 0,094 2,196 0,063 0,152

3 201田 2150 0,235 0,189 0,242 0,571 0,090 2.2・0 0,042 0,179

4 2「/皿 2000 0,307 0,180 0,265 0,500 0,093 2,398 0,042 0,235

5 221皿 2100 0,262 0,140 0,194 0,341 0,093 1,833 0,040

一一一

〇,137

ZF均 一 一 0,269 0,155 0,225 0.45 0,094 2,101 0.04310167
1.。

實験時家兎テ解剖 シタルニ、肺臓二於テハ各葉

二撒10個 ノ大 ナル結節存在セリ。 然 レドモ注

射セシ菌量僅少ナリシ爲、前實験 二於 ケルガ如

ク結節密嚢隆起 シ居 ラズ、且其重量モ正常 ト殆

ンド異ル事無キテ知 レリ。

脾 臓 ハ其 容 積 檜 大 シ、 結 節 全面 二散 在 セ リ。 肝`

臓 、 腎臓 及 磯 髄 ニ ア リテ ハ 肉眼 的 二結 節 テ認 メ

ザ リキ。肺 臓 ハ結 節 ノ部 分 ノ ミヲ特 二選 ピテ測

定 セ リ。5頭 ノZF均 値 テ 掲 グ ル ニ 第4表 ノ如

シo

第4表 結核惑染家兎臓 器「ヴィタ ミソ」C量(mg19)

家兎
番號 菌注 射 日 實験日

髄重
(9)

磯 髄 肺 劇 肝 劇 脾 臓 腎 臓 副 腎 心 臓 眼房水

1 261XI 41旺 2020
-『

1970

0,268 0,375 0,210 0,407 0,180 2,352 0,080 0,165

2 261XI 61皿 0,234 0,300 0,260 0,260 0,155 1,800 0,044 0,121

3 261XI 131皿 2450 0,200 0,463 0,209 0,421 0,101 1,800 0,052 0,121

4 261XI 141皿 2230 0,236 0,370 0,218 0,390 0,102 1,836 0,054 0,110

5 261XI 151皿 2350 0,205 0,339 0,201 0,315 0.0零0 1,750 0,052 0,180

ZF均 0,229 0,369 0,217 0359 0,123 1,907 0,056 0,139

之レテ第3表 ト比較考察 スルニ磯髄、肝臓、脾

臓、眼房水及副腎二於テ梢 亙低値 二在ルガ如 ク、

心臓、腎臓 ノZF均値ハ上記臓器 トハ反封 二正常

家兎心臓、腎臓 ヨリ稚B高 値 テ示 セルモ、其個

個 テ逼覧 スルニ、生理的動揺 ノ範園テ出デザル

モハ 如 久 何等特異的攣化テ認 メ得ズ。然ル

二肺 臓 ノ ミハ 正 常 肺 ノ0.155mg/g二 封 シ、 結

　

核 肺0.369mg/9テ 示 シ、 後 者 ハ 前 者 ノ約2.5

倍 二達 セル テ験 知 シ タ リ。

依 之親 是 二余 等 ノ既 報 成績 ハ此塵 二確 實 二追 読

シ得 、 殊 二興 味 チ感 ズ ル所 深 シ。

」

'に 》
,
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モン」C量 ガ血 液 中 ノ 「ヴィタ ミ ン」C量 二比 シ高

値 ラ示 セ ル ハ、 恐 ラ ク 血 液 中 二 存 スル酸 化型

「ヴ,タ ミン」Cガ 水 晶 膿 ニ ヨ リ還 元 型 二 攣 化 サ

レ、房 水 中 昌分 泌 サ ル ・二依 ル爲 ナ ル ベ シ ト論

ジタ リ。而 シテ(12)MUIIer,115)Emmerie,[116)Gabbe

等 二依 リ血 液 中 ノ 酸 化 型 「ヴィタ ミ ン」Cノ 定 量

怯 報 告 セ ラル ・一 及 ビ 酸 化型 「ヴィタ ミ ン」Cノ

問題 ハ粕 ≧注 目 セ ラル ・二至 レ リ。 余 等 ハ血 液

中 ノ酸 化型 「ヴィタ ミン」Cノ 存 在 二就 テハ、確 實

二之 レテ信 ズ ル事 能 ハ ザ リ シガ、 又 確 實 二之 レ

テ否 定 シ能 ハ ザ リ シ爲 、 出來 ル限 リ血 液 テ實 験

ノ封 照 トナ ス テ サ ケ、 畷 脊 髄 液 テ以 テ實 験 ノ封

照 トナ シ居 タル モ ノナ リ。

然 レ ドモ 近 時 血 液 中 ノ 酸 化型 「ヴ ィタ ミ;-1Cノ

問題 モ漸 痔間 明 セ ラル ・島及 ビ、 現 時 二於 テ最

早 ヤ其 存在 テ疑 ヒ得 ザ ル ガ如 キ状 態 トナ レ リ。

尚進 ンデ(13)藤田 氏 ノ如 キ ハ諸臓 器 二於 ケル酸 化

型 「ヴtタ ミン」Cノ 存 在 テ主張 セ リ。

此庭 二於 テ余 等 ノ結 核 肺 二於 ケル特 異 的 「ヴ,タ

ミン」C量 ノ増 加 モ 或 ハ正 常 肺 二於 ケル 酸 化 型

二存 スル 「ヴ 、タ ミ ン」Cガ 結 核 肺 ニ ア リテハ 軍

二還元 型 二 移 行 セ シ爲 「イ ン ドフェノー ル」一 ヨ

ル測定 法 一 テ増 加 セ シガ如 キ成 績 二達 ス ル モ1

昌非 ラザ ル ヤ テ 慮 リ
.(1鵜2-4-Dinitrophenplhyd-

razinテ 以 テBishydrazinノ 結 晶 テ作 リ其 絶 封

量 テ比 較 スル ト同 時 二、酸 化型 「ヴ{タ ミン」C量

テモ含 ム 臓 器 総 「ヴ ィタ ミ ン」C量 ラ 測 定検 査 セ

リ。

(1)2-4-Dinitrophenylhydrazin=依 ルBis-

hydrazonノ 形 成

本結 晶 ノ製 作方 法 ハ第 一報 中 二記 載 セ ル ト同檬

ナ リ。 之 ノ方 法 二從 ヒテ、結 核 白鼠 肺 ノ「ヴ,タ

?ン 」C量 ト正 常 白鼠 肺 ノ「ヴfタ ミ ン」C量 トテ

比較観 察 シタル ニ、 後 者 二比 シ前 者 ノ甚 グ多 量

ナル テ見 タ リ。

第7表(1)

白鼠 肺 臓 総 「ヴィタ ミ ン」C':11(mg/g)

正 常 白 鼠

白鼠
番號 實験日

髄重
(9)

還 元 型
1ヴ ィタ ミ

ソ」C量

絡 「ヴ 。タ ミ
ソ」C量

1 20/田140 0,242 0,29δ

2 27/∬1115 0,207 0,308

3 18/皿
一

_

`

110 0,171 0,2艦8

,拳 均 ド 0,207 0285

結 核 感 染 白 鼠

11181皿 220 0,501 0,700

2 19/皿 150 0,560 0,618

3 201皿 120 0,595 0,700

不均 一1一 0,552 0673

(2)

正 常家 兎肺 臓総 「ヴィタ ミ ン」C量(mg/9ノ

家兎
番號 實験日

燧重
(9)

還 元 型
「ヴィタ ミ

ソ」C量

線 「ヴ.タ ミ
ソ」C量

1 29/皿 1800
一

〇,080 0,196

2 15/皿 1800 0,186 0,282

3 221珊 2100 0,140 0,292

亭均 一 一 0,135

皿
0,257

1

(2)酸 化 型 「ヴィタ ミ ⊃」Cテ 含 ム総 「ヴ 汐 ミ ン」

C量 一r・就 テ

酸 化 型 「ヴィタ ミ ン」Cテ 含 ム線 「ヴ 、タ ミ ン」C量

ノ測 定 ハ藤 田氏 等 ノ報 告 セ ル方法 二依 リ、 第7

表 二示 セル ガ如 キ結 果 テ得 タ リ。

即 チ 正 常 白鼠 肺 ノ総 「ヴ{タ ミ ン」C量 ハ 結 核 白

鼠 肺 ノ絃 「ヴ,タ ミン」C量 二遙 カ ニ 及 バ ズ。 加

之 正常 家 兎肺 ノ総 「ヴ,タ ミ ン」C量 ハ 結 核 家 兎

肺 ノ軍 一 還 元 型 「ヴ,タ ミン」C量 ニ モ 及 バ ザ ル

テ験 矢日シタ リ。

依 之 観 是 二結 核 肺 二於 テ 増量 セル 「ヴ,タ ミン」

C量 ハ正 常 肺 二於 テ存 在 ス ル酸 化 型 ノ還 元 型 二

移 行 シ タル ガ爲 二由來 セ シ見掛 ケ ノ堆「加 ニ ア ラ

ザ ル テ確 讃 シ得 タ リ。

第六章 結 論

1・ 白鼠 肺 臓 ハ 結 核 感 染 二 依 リ其 「ヴ,タ ミン」

C量 塘 加 ス。

2.家 兎肺 臓 ハ 結 核 感 染 ニ ヨ1)其 「ヴ{タ ミン」

C量 檜 大 ス ル事 テ追 謹 セ リ。
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3.結 核 患 者屍 膣 ノ 肺 臓 「ヴ,タ ミンJC量 ハ 健

康 攣 屍 禮 肺臓 「ヴィタ ミ ン」C量 二比 シ、 遙 カ ー

低 シ。

生 結 核 感 染 二依 リ 檜 量 セ ル 肺 臓 「ヴ ィタ ミ ン」

C量 ハ正 常 肺 臓 二於 テ酸 化 型 二存 在 セ.2vモ ノ1"

還 元 型 二移 行 セ シタ メ ユ由 ル見 掛 ケ ノ檜加 ニ フ

ラズ 。

(終 二臨 ミ今 村教 授 二深 謝 ス)。
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